
No.53　令和3年2月1日号

２～３
４～５
６～12
12～13

14

議会報告会
委員会の審査報告
市政一般質問
勉強会・視察報告
議決結果一覧・編集後記

発行／瑞浪市議会　編集／議会広報広聴委員会
TEL／0572-67-1112　FAX／0572-68-2043
E-mail／gikai@city.mizunami.lg.jp

みずなみ議会ちゃんねる。
市議会ホームページ

GIGAスクール構想、児童･生徒にタブレット PCを配備
　GIGAスクール構想により、災害や感染症の発生による臨時休業などの緊急時でも全ての子どもたち
の学びを保障できる教育現場の ICT環境整備が加速されました。
　本市では、令和 5年度を目標としていた「１人 1台のタブレット PC配備」を大幅に前倒しし、今年度
中に市立小･中学校の全児童･生徒に配備することになりました。
　デジタル環境下で、すべての子どもが大きく成長することを期待します。
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催
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困
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に
な
る
と
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い
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す
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瑞浪小学校

１２月定例会議決結果一覧　賛否が分かれた案件

１２月定例会議決結果一覧　全会一致の案件
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可決経済
建設

付託先議案名

指定管理者の指定について
【旧森川訓行家住宅及び
大湫公民館】

議長（成瀬徳夫議員）は採決に加わらない　※採決結果は、  ○＝賛成  ●＝反対

※議第99号から議第108号までは、内容を分かりやすくするため議案名の後に【　】で補足しています。

議第
105号その他

議案
番号

採決
結果案件

案　件 議案番号 議　案　名 採決結果付託先
議第 92号

議第 93号

議第 94号

議第 95号

議第 96号

議第 97号

議第 98号

議第 99号

議第 100 号

議第 101 号

議第 102 号

議第 103 号

議第 104 号

議第 106 号

議第 107 号

議第 108 号

議第 109 号

議第 110 号

議第 111 号

議第 112 号

議第 113 号

議第 114 号

議第 115 号

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

経済建設

経済建設

省略

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

経済建設

総務民生文教

予算決算

予算決算

予算決算

予算決算

予算決算

予算決算

予算決算

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

瑞浪市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市督促手数料及び延滞金徴収条例等の一部を改正する条例の制定について

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律に係る瑞浪市固定
資産税の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市立家畜診療所設置条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて

指定管理者の指定について【市民福祉センター】

指定管理者の指定について【障害者デイサービスセンター「さくら」】

指定管理者の指定について【子ども発達支援センター】

指定管理者の指定について【陶児童館･土岐児童センター･樽上児童センター･南小田児童館】

指定管理者の指定について【老人憩いの家 寿楽荘･福寿荘･桜寿荘】

指定管理者の指定について【在宅老人福寿荘デイサービスセンター･同桜寿荘】

指定管理者の指定について【陶公民館】

訴えの提起について【市営住宅明渡し及び滞納家賃等の支払いを求めるもの】

工事請負契約の締結について【瑞浪北中学校グラウンド整備･市道天徳線道路改良変更契約】

令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第 10号）

令和２年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 1号）

令和２年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 3号）

令和２年度瑞浪市介護保険事業特別会計補正予算（第 2号）

令和２年度瑞浪市水道事業会計補正予算（第 2号）

令和２年度瑞浪市下水道事業会計補正予算（第 2号）

令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第 11号）

条例案件

人事案件

その他の
案　　件

予算案件

議決結果一覧・編集後記
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・過去の経緯が良くわからない。発端は、国の指
　導による病院の再編か。
・東濃厚生病院と土岐市立総合病院の統合につい
　ては、市民は聞いていない。
・跡利用について説明がないが、セットで考える
　必要がある。
・病院統合は、市の重要案件だ。議会は慎重に扱
　うべきである。
・賛成、反対は言えないが、特定の権益者（厚生
　連、土岐市）の意見で物事が進んでいるような
　気がする。

　今までの経過の情報公開は、不十分であったと
議会も感じています。十分な市民意見の聞き取り
が行われていなかったことから、今回紙面議会報
告会のテーマにしました。
　市議を含む両市の関係者14名で構成された土岐
市及び瑞浪市医療提供体制審議会が令和２年10月
に設置されました。（会議は公開）
　新病院の建設位置について、市民に意見募集を
したのち審議がなされます。市民に対しさらに丁
寧な説明をするよう市に求めてまいります。
　また、議員も知りうる情報を市民に発信してい
く責任があると感じています。

紙面議会報告会紙面議会報告会紙面議会報告会紙面議会報告会皆様のご意見にお答えします皆様のご意見にお答えします皆様のご意見にお答えします皆様のご意見にお答えします

前回号の募集に対しお寄せいただいた主なご意見を分類し、それぞれに対する議会の考え方をご報告します。
なお、16 名の議員はそれぞれの考えがあるため、下記の考え方については議員の現時点の大勢意見である
ことを申し添えます。　※ 23 名の方からご意見をお寄せいただきました。ありがとうございました。

・みずなみ応援券は評価する。
・みずなみ応援券第1弾は不評。第2弾は年末もあ
　り消費喚起になる。
・第1弾は1店舗に使用を限るなど市全体のことを
　考えていない。

　第1弾の「みずなみ応援券」の制度設計は苦境
にある飲食店等になるべく早く現金を届けるとい
う狙いのもと行われましたが、その使いにくさに
ついて多くのご意見をいただいておりました。
　第2弾となる「瑞浪市プレミアム商品券」について
は、議会からも一般質問で第1弾の反省を踏まえたも
のにするよう意見を伝え、改善が図られました。

テーマ１　瑞浪市の新型コロナ対策

お寄せいただいた主なご意見 議会の考え方

みずなみ応援券について

・現在の病院の運営を充実すべきであり、新しい
　病院は必要ない。
・瑞浪市としては現在のままでよいのではないか
　と思う。市民の一人として絶対に統合には反対
　する。
・新病院を中間地点に建設することに反対する。
　統合については可もなく不可もなく。
・新病院建設ありきで瑞浪市民の気持ちに寄り
　添ったものではないと思う。
・病院の数を減らして病院を充実させるのではな
　く、今ある病院をさらに充実させることが行政
　の仕事。

　将来にわたって問題なく病院経営が行われること
は誰もが望むことです。東濃中部において今後の人
口減少やさらなる高齢化が進むなか、医療提供体制
の再編は避けられないところまで来ています。
　１病院化という手法により医療資源の集約を果
たすことで、多くの疾患に対応できるようにな
り、先々の市民に至る安全・安心な医療の確保に
大きな効果をもたらすと考えられます。
　東濃厚生病院は、将来にわたり、病院を継続的
に経営していくのは困難で、土岐市立総合病院と
の両方が疲弊する前に統合すべきという見解を述
べており、東濃中部の医療提供体制が崩壊してし
まう前に、１病院化を早期に推進し、持続可能な
地域医療体制を確保することが重要であると考え
ます。

テーマ2　新病院建設について

お寄せいただいた主なご意見 議会の考え方

今の病院を残してほしい

・感染急拡大のなか市がどう対処しているのか具
　体的情報がない。
・もっと対策をしていることをアピールしてもよ
　いのではないか。特に学校でクラスターが発生
　しないよう対策すべきである。
・防災無線の呼びかけ、個人の力には限界があ
　る。市民は大変不安。
・熱が出たら不安。どうすればよいか悩む。初期
　行動から分かり易く周知してほしい。

　市では全戸に貸与している防災ラジオや市広
報、ホームページ、SNS、新聞折込等を用いて市
の政策や県（保健所）の対応、感染者の発生状況
などが発信されていますので、随時ご確認くださ
い。
　広報の強化だけでなく、厚生労働省が提供する
情報アプリ（ココア）や県の感染警戒ＱＲシステ
ム等の活用も周知するよう促していきます。
　そのほか皆様からのご要望については適宜、市
に伝えてまいります。

情報発信について

・何でもかんでもイベントを中止にするのはどう
　かと思う。
・感染が収束しない限り七夕まつりやバサラカー
　ニバルなどのイベントは開催すべきではない。

　感染経路や感染力を把握し、国や県がガイドラ
インを随時改正しています。議会として市が新た
な指針に従い、対策を徹底したうえでイベントや
事業が行えるよう、また行っているかについて注
視していきます。

イベントの開催について

テーマ2　新病院建設について（つづき）

お寄せいただいた主なご意見 議会の考え方

市民への説明が不十分

・瑞浪市の議員報酬は高いとの声を多く聞く。
・議員定数を少なくしても良いのではないか。

その他　「市議会」や「議会ちゃんねる。」について

お寄せいただいた主なご意見 議会の考え方

議会の情報発信は

議員報酬、議員定数について

・土岐市内に建設されると、瑞浪市民は遠くなる。
・患者の多くが高齢者や障害者などの交通弱者で
　ある。
・東濃厚生病院は恵那市民も多く利用している。
・夜間や帰りの交通手段が心配である。

　通院に係る公共交通の確保は必須事項と考えて
おります。現在東濃厚生病院が行っている直通バ
スや診療バスを継続するよう求めるなどして、交
通弱者にとっても利用しやすい病院になるよう要
求していきます。

交通の利便性は

・高齢者の方々の通院がますます困難となり余計
　な費用が必要となる。旧病棟の解体、新病棟の
　建設費用はどこから捻出するのか。

　事業費がまだ決まっていませんが、市からは市
債の発行を行うものの、国の補助金や交付税措置
等を活用し、財政への影響を抑えた形で事業を進
めていくことが説明されています。
　有利な起債を活用のうえ、過度の負担とならな
いよう議会として監視してまいります。

・意見書や請願書を審議した場合、審議経過も広
　報した方が市民は関心を持つ。
・議員がどんな活動をしているのかがわからない。

　「議会ちゃんねる。」やホームページなど議会
からの一方的な発信で終わりにせず、市民の意見
をくみ上げる議会報告会等を行ってまいります。
　個別議員の情報発信については、各議員の考え
や資質による所が大きいと考えます。引き続き研
修等により資質向上に努めてまいります。

新病院建設の財政負担は

◆ このたびの紙面議会報告会に寄せられた主なご意見は、瑞浪市議会のホームページ上に
　２月上旬に公開します。
※ 市議会ホームページは表紙右上のQRコードから開くことができます。
　（「市議会の広報」タブの中の「議会報告会」ページをご参照ください）

　報酬額は、市長が諮問する「特別職報酬等審議
会」で審議されており、有識者・市民の皆様の意
見が反映されているものと考えています。ちなみ
に東濃５市における議員報酬の額は上から４番目
です。また、昨年議員全員に対し報酬及び定数に
ついて、意見聴取を実施した結果は「現状維持」
でした。
　今後も市民の負託にしっかり応えられるよう活
動してまいります。

議会報告会議会報告会
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・過去の経緯が良くわからない。発端は、国の指
　導による病院の再編か。
・東濃厚生病院と土岐市立総合病院の統合につい
　ては、市民は聞いていない。
・跡利用について説明がないが、セットで考える
　必要がある。
・病院統合は、市の重要案件だ。議会は慎重に扱
　うべきである。
・賛成、反対は言えないが、特定の権益者（厚生
　連、土岐市）の意見で物事が進んでいるような
　気がする。

　今までの経過の情報公開は、不十分であったと
議会も感じています。十分な市民意見の聞き取り
が行われていなかったことから、今回紙面議会報
告会のテーマにしました。
　市議を含む両市の関係者14名で構成された土岐
市及び瑞浪市医療提供体制審議会が令和２年10月
に設置されました。（会議は公開）
　新病院の建設位置について、市民に意見募集を
したのち審議がなされます。市民に対しさらに丁
寧な説明をするよう市に求めてまいります。
　また、議員も知りうる情報を市民に発信してい
く責任があると感じています。

紙面議会報告会紙面議会報告会紙面議会報告会紙面議会報告会皆様のご意見にお答えします皆様のご意見にお答えします皆様のご意見にお答えします皆様のご意見にお答えします

前回号の募集に対しお寄せいただいた主なご意見を分類し、それぞれに対する議会の考え方をご報告します。
なお、16 名の議員はそれぞれの考えがあるため、下記の考え方については議員の現時点の大勢意見である
ことを申し添えます。　※ 23 名の方からご意見をお寄せいただきました。ありがとうございました。

・みずなみ応援券は評価する。
・みずなみ応援券第1弾は不評。第2弾は年末もあ
　り消費喚起になる。
・第1弾は1店舗に使用を限るなど市全体のことを
　考えていない。

　第1弾の「みずなみ応援券」の制度設計は苦境
にある飲食店等になるべく早く現金を届けるとい
う狙いのもと行われましたが、その使いにくさに
ついて多くのご意見をいただいておりました。
　第2弾となる「瑞浪市プレミアム商品券」について
は、議会からも一般質問で第1弾の反省を踏まえたも
のにするよう意見を伝え、改善が図られました。

テーマ１　瑞浪市の新型コロナ対策

お寄せいただいた主なご意見 議会の考え方

みずなみ応援券について

・現在の病院の運営を充実すべきであり、新しい
　病院は必要ない。
・瑞浪市としては現在のままでよいのではないか
　と思う。市民の一人として絶対に統合には反対
　する。
・新病院を中間地点に建設することに反対する。
　統合については可もなく不可もなく。
・新病院建設ありきで瑞浪市民の気持ちに寄り
　添ったものではないと思う。
・病院の数を減らして病院を充実させるのではな
　く、今ある病院をさらに充実させることが行政
　の仕事。

　将来にわたって問題なく病院経営が行われること
は誰もが望むことです。東濃中部において今後の人
口減少やさらなる高齢化が進むなか、医療提供体制
の再編は避けられないところまで来ています。
　１病院化という手法により医療資源の集約を果
たすことで、多くの疾患に対応できるようにな
り、先々の市民に至る安全・安心な医療の確保に
大きな効果をもたらすと考えられます。
　東濃厚生病院は、将来にわたり、病院を継続的
に経営していくのは困難で、土岐市立総合病院と
の両方が疲弊する前に統合すべきという見解を述
べており、東濃中部の医療提供体制が崩壊してし
まう前に、１病院化を早期に推進し、持続可能な
地域医療体制を確保することが重要であると考え
ます。

テーマ2　新病院建設について

お寄せいただいた主なご意見 議会の考え方

今の病院を残してほしい

・感染急拡大のなか市がどう対処しているのか具
　体的情報がない。
・もっと対策をしていることをアピールしてもよ
　いのではないか。特に学校でクラスターが発生
　しないよう対策すべきである。
・防災無線の呼びかけ、個人の力には限界があ
　る。市民は大変不安。
・熱が出たら不安。どうすればよいか悩む。初期
　行動から分かり易く周知してほしい。

　市では全戸に貸与している防災ラジオや市広
報、ホームページ、SNS、新聞折込等を用いて市
の政策や県（保健所）の対応、感染者の発生状況
などが発信されていますので、随時ご確認くださ
い。
　広報の強化だけでなく、厚生労働省が提供する
情報アプリ（ココア）や県の感染警戒ＱＲシステ
ム等の活用も周知するよう促していきます。
　そのほか皆様からのご要望については適宜、市
に伝えてまいります。

情報発信について

・何でもかんでもイベントを中止にするのはどう
　かと思う。
・感染が収束しない限り七夕まつりやバサラカー
　ニバルなどのイベントは開催すべきではない。

　感染経路や感染力を把握し、国や県がガイドラ
インを随時改正しています。議会として市が新た
な指針に従い、対策を徹底したうえでイベントや
事業が行えるよう、また行っているかについて注
視していきます。

イベントの開催について

テーマ2　新病院建設について（つづき）

お寄せいただいた主なご意見 議会の考え方

市民への説明が不十分

・瑞浪市の議員報酬は高いとの声を多く聞く。
・議員定数を少なくしても良いのではないか。

その他　「市議会」や「議会ちゃんねる。」について

お寄せいただいた主なご意見 議会の考え方

議会の情報発信は

議員報酬、議員定数について

・土岐市内に建設されると、瑞浪市民は遠くなる。
・患者の多くが高齢者や障害者などの交通弱者で
　ある。
・東濃厚生病院は恵那市民も多く利用している。
・夜間や帰りの交通手段が心配である。

　通院に係る公共交通の確保は必須事項と考えて
おります。現在東濃厚生病院が行っている直通バ
スや診療バスを継続するよう求めるなどして、交
通弱者にとっても利用しやすい病院になるよう要
求していきます。

交通の利便性は

・高齢者の方々の通院がますます困難となり余計
　な費用が必要となる。旧病棟の解体、新病棟の
　建設費用はどこから捻出するのか。

　事業費がまだ決まっていませんが、市からは市
債の発行を行うものの、国の補助金や交付税措置
等を活用し、財政への影響を抑えた形で事業を進
めていくことが説明されています。
　有利な起債を活用のうえ、過度の負担とならな
いよう議会として監視してまいります。

・意見書や請願書を審議した場合、審議経過も広
　報した方が市民は関心を持つ。
・議員がどんな活動をしているのかがわからない。

　「議会ちゃんねる。」やホームページなど議会
からの一方的な発信で終わりにせず、市民の意見
をくみ上げる議会報告会等を行ってまいります。
　個別議員の情報発信については、各議員の考え
や資質による所が大きいと考えます。引き続き研
修等により資質向上に努めてまいります。

新病院建設の財政負担は

◆ このたびの紙面議会報告会に寄せられた主なご意見は、瑞浪市議会のホームページ上に
　２月上旬に公開します。
※ 市議会ホームページは表紙右上のQRコードから開くことができます。
　（「市議会の広報」タブの中の「議会報告会」ページをご参照ください）

　報酬額は、市長が諮問する「特別職報酬等審議
会」で審議されており、有識者・市民の皆様の意
見が反映されているものと考えています。ちなみ
に東濃５市における議員報酬の額は上から４番目
です。また、昨年議員全員に対し報酬及び定数に
ついて、意見聴取を実施した結果は「現状維持」
でした。
　今後も市民の負託にしっかり応えられるよう活
動してまいります。

議会報告会議会報告会
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　　補助内容はどのようか。

高度無線環境（光回線）整備推進事業（新型コロナ
対策）
・光回線事業者の総事業費　7,641万円のうち、市
が5,054万円を支援。

市内には光回線の未整備地区があり、新型コロナの
拡大や災害発生時、児童･生徒のオンライン授業や
在宅勤務ができない環境下にあった。
市議会でも何度もこの問題を取り上げてきたが、よ
うやく解決することとなる。
なお、予算は令和３年度に繰り越された。

問

光回線を市内全域に整備

　　市は回線整備事業補助金3,800万円及び運営費補助金1,254万円を補助する。他にも国から
事業者に整備費補助金1,897万円が補助される。
答

　　この事業で市内をカバーできるか。問
　　ほぼ全域で光回線が使えるようになる。答

市北部の未整備地域が対象（上図緑枠内）

　　市内で何名が対象となるか。

コロナ禍における経済支援策として、収入が減少したひとり親世帯１世帯につき5万円の臨時特別
給付金を再支給する。また、ひとり親世帯における２人目以降の子ども１人につき3万円を支給す
る。事業費の1,760万円は全額国庫補助金を活用する。

問

ひとり親世帯に特別給付金を再支給

　　8月から12月に支給した279名について再支給の対象とする。答
　　支給のスケジュールはどのようか。問
　　いち早く経済支援を行うという趣旨のもと、12月25日までに対象者の
口座へ振り込む。
答

　　レプリカの製作数はどのようか。問

国内最古級の化石レプリカを製作

　　１点を製作し、新年度から化石博物館に展示する。答
　　レプリカの貸し出しは考えているか。問
　　展示のみで貸し出しは考えていない。答

発見された化石

経済建設委員会

議第105号　指定管理者の指定について

議第108号　工事請負契約の締結について

〇説明
　大湫町旧森川訓行家住宅と大湫公民館の2つの施設は近接しており、一体的な管理とすることで、各種
イベントなどの相互連携による相乗効果や、職員の柔軟な配置調整や事務経費のスケールメリットを生
かした管理運営を図ることができる。また、施設の設置目的は異なるが、地域に密着し地域活性化を担
う施設であることから、この2施設の管理を一括で指定するもの。
　なお、指定管理は非公募とし、「大湫町コミュニティ推進協議会」を指定する。（令和3年度から5年間）
現在2施設とも、それぞれ同推進協議会が指定管理者の指定を受けている。

〈賛成討論〉
・一体的な指定管理を行うことで観光と生涯学習をコラボレーションさせた運営が可能となり、スケールメ
　リットの一つを果たすことができると考える。
・大湫町コミュニティ推進協議会が２施設を一体的に指定管理すること自体に何ら問題はなく、相互連
　携や経費削減、柔軟に対応できる職員配置といったメリットがある。
〈反対討論〉
・観光と生涯学習の異なる部門を地域のまちづくり推進組織が一体的に指定管理者として管理すること
　は適切でないと考える。
・目的が異なる２施設を同一の指定管理者で管理できるかどうか疑義が生じる。

◆経済建設委員会･総務民生文教委員会連合審査会開催の経緯
　本議案は経済建設委員会に付託されたが、審査の内容が総務民生文教委員会の所管（大湫公民館）に
及ぶことから、初めて連合審査会を実施することとした。
　なお、本会議でも討論が行われ、採決の結果『可決』されました。採決結果は14ページに掲載してあ
ります。

総務民生文教委員会
瑞浪北中学校グラウンド整備及び市道天徳線道路改良工事

〇説明
　６月に契約を締結した瑞浪北中学校のグラウンド整備及び市道天徳線の改良工事について、一部工事
内容を追加及び金額を変更し契約する。バスケットゴール、サッカーゴール等の地中固定部分に一部不
具合が見つかり更新することとした。その他にフェンス設置工事なども追加する。
　　今回の変更でフェンスを設置することとした理由は何か。
　　グラウンドにテニスコートを設置することから、区画のためのフェンスが必要となったためである。
問
答

委員会では否決「大湫町旧森川訓行家住宅と大湫公民館の指定管理」
も り か わ の り ゆ き  け

採決結果

委員会における採決は下記のとおり賛否が分かれ否決となった。
柴田幸一郎 三輪田幸泰辻　正之渡邉康弘 大久保京子 熊谷隆男舘林辰郎柴田増三

否決 ○ ●●- ● ●●○

令和２年９月に明世町の工事現場で発見された鰭脚類（アシ
カ、セイウチの仲間）の頭部の化石が、学術的に非常に価値の
高いものであることから、今後の研究や活用に向けてレプリ
カを製作する。
製作委託料は 64万８千円。

ききゃく

委員会の審査報告委員会の審査報告

45



委員長（渡邉康弘委員）は採決に加わらない ※審査結果は、○＝賛成　●＝反対

12月
定例会
会 期
11月26日から
12月21日まで

　
12
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
所
管
の
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
の
一
部
に
つ
い
て
、そ
の
審
査
の
内
容
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
上
程
さ
れ
た
案
件
は
、
本
会
議
で
採
決
を
し
ま
し

た
。

※

採
決
結
果
は
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

補正予算補正予算補正予算補正予算令和２年度一般会計令和２年度一般会計令和２年度一般会計令和２年度一般会計

　
今
回
の
予
算
決
算
委
員
会

は
、
12
月
10
・
17
日
の
２
日
間

行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
補
正
予
算

に
対
し
て
、
効
果
的
な
内
容
と

な
っ
て
い
る
か
を
審
査
し
ま
し

た
。

　　補助内容はどのようか。

高度無線環境（光回線）整備推進事業（新型コロナ
対策）
・光回線事業者の総事業費　7,641万円のうち、市
が5,054万円を支援。

市内には光回線の未整備地区があり、新型コロナの
拡大や災害発生時、児童･生徒のオンライン授業や
在宅勤務ができない環境下にあった。
市議会でも何度もこの問題を取り上げてきたが、よ
うやく解決することとなる。
なお、予算は令和３年度に繰り越された。

問

光回線を市内全域に整備

　　市は回線整備事業補助金3,800万円及び運営費補助金1,254万円を補助する。他にも国から
事業者に整備費補助金1,897万円が補助される。
答

　　この事業で市内をカバーできるか。問
　　ほぼ全域で光回線が使えるようになる。答

市北部の未整備地域が対象（上図緑枠内）

　　市内で何名が対象となるか。

コロナ禍における経済支援策として、収入が減少したひとり親世帯１世帯につき5万円の臨時特別
給付金を再支給する。また、ひとり親世帯における２人目以降の子ども１人につき3万円を支給す
る。事業費の1,760万円は全額国庫補助金を活用する。

問

ひとり親世帯に特別給付金を再支給

　　8月から12月に支給した279名について再支給の対象とする。答
　　支給のスケジュールはどのようか。問
　　いち早く経済支援を行うという趣旨のもと、12月25日までに対象者の
口座へ振り込む。
答

　　レプリカの製作数はどのようか。問

国内最古級の化石レプリカを製作

　　１点を製作し、新年度から化石博物館に展示する。答
　　レプリカの貸し出しは考えているか。問
　　展示のみで貸し出しは考えていない。答

発見された化石

経済建設委員会

議第105号　指定管理者の指定について

議第108号　工事請負契約の締結について

〇説明
　大湫町旧森川訓行家住宅と大湫公民館の2つの施設は近接しており、一体的な管理とすることで、各種
イベントなどの相互連携による相乗効果や、職員の柔軟な配置調整や事務経費のスケールメリットを生
かした管理運営を図ることができる。また、施設の設置目的は異なるが、地域に密着し地域活性化を担
う施設であることから、この2施設の管理を一括で指定するもの。
　なお、指定管理は非公募とし、「大湫町コミュニティ推進協議会」を指定する。（令和3年度から5年間）
現在2施設とも、それぞれ同推進協議会が指定管理者の指定を受けている。

〈賛成討論〉
・一体的な指定管理を行うことで観光と生涯学習をコラボレーションさせた運営が可能となり、スケールメ
　リットの一つを果たすことができると考える。
・大湫町コミュニティ推進協議会が２施設を一体的に指定管理すること自体に何ら問題はなく、相互連
　携や経費削減、柔軟に対応できる職員配置といったメリットがある。
〈反対討論〉
・観光と生涯学習の異なる部門を地域のまちづくり推進組織が一体的に指定管理者として管理すること
　は適切でないと考える。
・目的が異なる２施設を同一の指定管理者で管理できるかどうか疑義が生じる。

◆経済建設委員会･総務民生文教委員会連合審査会開催の経緯
　本議案は経済建設委員会に付託されたが、審査の内容が総務民生文教委員会の所管（大湫公民館）に
及ぶことから、初めて連合審査会を実施することとした。
　なお、本会議でも討論が行われ、採決の結果『可決』されました。採決結果は14ページに掲載してあ
ります。

総務民生文教委員会
瑞浪北中学校グラウンド整備及び市道天徳線道路改良工事

〇説明
　６月に契約を締結した瑞浪北中学校のグラウンド整備及び市道天徳線の改良工事について、一部工事
内容を追加及び金額を変更し契約する。バスケットゴール、サッカーゴール等の地中固定部分に一部不
具合が見つかり更新することとした。その他にフェンス設置工事なども追加する。
　　今回の変更でフェンスを設置することとした理由は何か。
　　グラウンドにテニスコートを設置することから、区画のためのフェンスが必要となったためである。
問
答

委員会では否決「大湫町旧森川訓行家住宅と大湫公民館の指定管理」
も り か わ の り ゆ き  け

採決結果

委員会における採決は下記のとおり賛否が分かれ否決となった。
柴田幸一郎 三輪田幸泰辻　正之渡邉康弘 大久保京子 熊谷隆男舘林辰郎柴田増三

否決 ○ ●●- ● ●●○

令和２年９月に明世町の工事現場で発見された鰭脚類（アシ
カ、セイウチの仲間）の頭部の化石が、学術的に非常に価値の
高いものであることから、今後の研究や活用に向けてレプリ
カを製作する。
製作委託料は 64万８千円。

ききゃく

委員会の審査報告委員会の審査報告
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

救
急
を
受
け
入
れ
る

　
　
　
　
　二
次
医
療
機
関

市政一般質問
小木曽光佐子（創政みずなみ）
　・コロナ禍における危機管理体制について
　・ごみ処理に係る住民サービスのあり方について
　・申請のオンライン化によるマイナンバーカードの普
　　及について

熊 谷 隆 男（新政クラブ）
　・長期の財政平準化について

奥 村 一 仁（創政みずなみ）
　・災害時応援協定に基づいた民間企業との連携について

辻　正 之（新政クラブ）
　・デジタル・ガバメントの推進について
　・災害時の情報伝達手段について

山 下 千 尋（新政クラブ）
　・市民参加型シティプロモーションについて
　・市民参加の仕組みの課題と対策について
　・自然資源を活かした教育の推進について

柴 田 増 三（創政みずなみ）
　・コロナ禍における行財政運営について

加 藤 輔 之（新政クラブ）
　 ・コロナ禍における市内の経済振興について

柴田 幸一郎（創政みずなみ）
　・瑞浪市国土強靭化地域計画について
　・社会構造の変化に対応できる救急体制について

樋 田 翔 太（創政みずなみ）
　・瑞浪駅周辺再開発について

榛 葉 利 広（公明党）
　・予防接種について
　・ＳＤＧｓの積極的な推進について

棚 町　  潤（創政みずなみ）
　・瑞浪市水道事業の経営について

渡 邉 康 弘（新政クラブ）
　・第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定について
　・保育におけるＩＣＴの推進について

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　12月定例会では12人の議員が 20の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

柴田増三（創政みずなみ）

加藤輔之（新政クラブ）

柴田幸一郎（創政みずなみ）

コ
ロ
ナ
が
招
く
財
政
へ
の
影
響

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
財
政
へ
の

影
響
と
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
感
染
症
対
策
に
は
、
概
ね

国
の
交
付
金
や
県
の
補
助
金
を

充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
年

度
の
市
税
は
、
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
徴
収
猶
予
も
あ
る
が
、

固
定
資
産
税
が
大
き
く
増
加
す

る
個
別
の
要
因
も
あ
る
。
新
年

度
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る

所
得
減
等
に
よ
り
市
民
税
等
市

税
が
今
年
度
に
比
べ
、
約
２
億

２
千
万
円
減
収
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
が
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
分
は

全
額
国
費
で
補
填
さ
れ
る
。
一

定
程
度
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
想

定
さ
れ
る
が
、
一
般
財
源
が
不

足
す
る
場
合
は
財
政
調
整
基
金

を
繰
り
入
れ
、
必
要
な
事
業
は

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
総
務
部
長
】

　
　
社
会
構
造
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
救
急

体
制
を
強
化
し
て
い
く
の
か
。

　
　
消
防
の
強
化
で
は
、
自
治

会
、
学
校
等
で
救
急
講
習
会
の

普
及
・
啓
発
に
努
め
な
が
ら
、

受
講
者
に
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
と

な
っ
た
場
合
の
行
動
に
対
す
る

周
知
を
行
っ
て
い
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
、消
防
長
】

　
医
療
の
強
化
で
は
、
医
療
の

広
域
化
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
、

東
濃
厚
生
病
院
と
土
岐
市
立
総

合
病
院
の
統
合
に
よ
る
4
0
0

床
規
模
の
新
た
な
病
院
の
建
設

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、

心
臓
や
脳
な
ど
の
一
刻
を
争
う

疾
患
に
対
応
で
き
る
病
院
と
な

る
よ
う
努
め
る
。
さ
ら
に
、
出

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
リ
ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
の

よ
う
か
。

　
　
共
助
の
意
識
を
高
め
、
地

域
防
災
力
を
強
化
す
る
た
め
に
、

日
頃
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
重
要
で
あ
る
。
令
和

問答 問答

2
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
防
災
訓

練
の
申
し
込
み
が
減
っ
て
い
る

が
、
引
き
続
き
、
感
染
防
止
対

策
を
確
実
に
し
、
災
害
図
上
訓

練
、
小
規
模
防
災
訓
練
な
ど
を

進
め
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

救急講習会の様子

産
に
伴
う
突
発
的
な
事
態
に
対

応
で
き
る
周
産
期
医
療
、
小
児

も
対
応
で
き
る
救
急
医
療
体
制

が
整
え
ば
、
妊
婦
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
全
て
の
市
民

が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
二
次
医
療
機
関
に
な
る
。

【
市
長
】

瑞
浪
市
独
自
の
経
済
的
支
援
策

　
　
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
経
済
的

支
援
と
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
児
童
一
人
に
つ
き
１
万
円

を
支
給
し
た
「
子
育
て
世
帯
応

援
金
給
付
事
業
」、
幼
児
園
の

副
食
費
３
か
月
分
を
無
償
化
し

た
「
幼
児
保
育
副
食
費
無
償
化

事
業
」
や
新
生
児
一
人
に
つ
き

10
万
円
を
支
給
す
る
「
子
ど
も

未
来
応
援
金
給
付
事
業
」
等
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
に
繋

が
っ
て
い
る
。

【
民
生
部
長
】

　
小
・
中
学
校
臨
時
休
業
後
３

か
月
分
の
給
食
費
を
無
償
化
し

た
「
学
校
給
食
無
償
化
事
業
」

を
実
施
し
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
に
繋
が
っ
た
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

　
売
上
が
減
少
し
た
事
業
者
へ

の
事
業
継
続
支
援
の
た
め
の

「
事
業
者
応
援
券
発
行
事
業
（
み

ず
な
み
応
援
券
）」
の
流
通
総

額
は
、
過
去
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
発
行
事
業
の
中
で
最
大

で
あ
っ
た
。
現
在
実
施
中
の「
商

品
券
発
行
事
業
」
は
、
み
ず
な

み
応
援
券
を
上
回
る
経
済
効
果

を
上
げ
て
い
る
。

【
経
済
部
長
】

問答 問答

　
　
市
内
の
一
部
地
域
で
は
光

回
線
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
が

未
整
備
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
通
信
速
度
が
遅
く
、

動
画
情
報
配
信
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
家

庭
や
企
業
が
あ
る
。
今
後
、
新

し
い
生
活
様
式
の
実
現
に
向
け

て
I
C
T
を
活
用
し
た
児
童
・

生
徒
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
在

宅
勤
務
環
境
の
確
保
の
た
め
、

市
内
全
域
へ
の
高
速
通
信
回
線

の
早
期
整
備
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
国
は
補
正
予
算
に
よ
り
光

回
線
を
整
備
す
る
た
め
の
「
高

国
の
手
の
届
か
な
い
事
業
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 支
援
を

市
内
全
域
に
光
回
線
網
を
整
備

　
　
国
の
持
続
化
給
付
金
の
対

象
と
な
ら
な
い
、
売
上
が
前
年

同
月
比
30
％
以
上
50
％
未
満
減

少
し
た
事
業
者
へ
市
独
自
の
支

援
が
で
き
な
い
か
。

　
　
本
市
で
は
、
事
業
収
入
の

減
少
で
判
断
す
る
持
続
化
給
付

金
の
よ
う
な
事
業
全
般
に
使
え

る
給
付
金
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
実
施
店
舗
向
け
ス

テ
ッ
カ
ー
を
取
得
し
て
、
感
染

拡
大
防
止
に
取
り
組
む
特
定
事

業
者
に
対
し
、
5
万
円
を
支
援

金
と
し
て
給
付
す
る
な
ど
独
自

の
支
援
を
し
て
き
た
。
感
染
拡

大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両

立
に
向
け
、
国
や
県
、
商
工
会

議
所
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団

体
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
そ

の
時
々
の
状
況
に
応
じ
て
随
時
、

市
独
自
の
支
援
を
検
討
し
て
い

く
。

【
経
済
部
長
】

問答 問答

度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業
」

を
拡
充
し
た
。
こ
の
制
度
を
活

用
し
光
回
線
を
敷
設
す
る
民
間

事
業
者
に
対
し
て
支
援
を
行
う

た
め
、
今
議
会
に
補
正
予
算
を

計
上
し
た
。
未
整
備
地
区
の
整

備
を
進
め
て
い
く
。【

総
務
部
長
】

市北部の整備計画地域

こんな時こそ
堅実な舵取りを

市政一般質問市政一般質問
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

救
急
を
受
け
入
れ
る

　
　
　
　
　二
次
医
療
機
関

市政一般質問
小木曽光佐子（創政みずなみ）
　・コロナ禍における危機管理体制について
　・ごみ処理に係る住民サービスのあり方について
　・申請のオンライン化によるマイナンバーカードの普
　　及について

熊 谷 隆 男（新政クラブ）
　・長期の財政平準化について

奥 村 一 仁（創政みずなみ）
　・災害時応援協定に基づいた民間企業との連携について

辻　正 之（新政クラブ）
　・デジタル・ガバメントの推進について
　・災害時の情報伝達手段について

山 下 千 尋（新政クラブ）
　・市民参加型シティプロモーションについて
　・市民参加の仕組みの課題と対策について
　・自然資源を活かした教育の推進について

柴 田 増 三（創政みずなみ）
　・コロナ禍における行財政運営について

加 藤 輔 之（新政クラブ）
　 ・コロナ禍における市内の経済振興について

柴田 幸一郎（創政みずなみ）
　・瑞浪市国土強靭化地域計画について
　・社会構造の変化に対応できる救急体制について

樋 田 翔 太（創政みずなみ）
　・瑞浪駅周辺再開発について

榛 葉 利 広（公明党）
　・予防接種について
　・ＳＤＧｓの積極的な推進について

棚 町　  潤（創政みずなみ）
　・瑞浪市水道事業の経営について

渡 邉 康 弘（新政クラブ）
　・第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定について
　・保育におけるＩＣＴの推進について

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　12月定例会では12人の議員が 20の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

柴田増三（創政みずなみ）

加藤輔之（新政クラブ）

柴田幸一郎（創政みずなみ）

コ
ロ
ナ
が
招
く
財
政
へ
の
影
響

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
財
政
へ
の

影
響
と
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
感
染
症
対
策
に
は
、
概
ね

国
の
交
付
金
や
県
の
補
助
金
を

充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
年

度
の
市
税
は
、
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
徴
収
猶
予
も
あ
る
が
、

固
定
資
産
税
が
大
き
く
増
加
す

る
個
別
の
要
因
も
あ
る
。
新
年

度
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る

所
得
減
等
に
よ
り
市
民
税
等
市

税
が
今
年
度
に
比
べ
、
約
２
億

２
千
万
円
減
収
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
が
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
分
は

全
額
国
費
で
補
填
さ
れ
る
。
一

定
程
度
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
想

定
さ
れ
る
が
、
一
般
財
源
が
不

足
す
る
場
合
は
財
政
調
整
基
金

を
繰
り
入
れ
、
必
要
な
事
業
は

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
総
務
部
長
】

　
　
社
会
構
造
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
救
急

体
制
を
強
化
し
て
い
く
の
か
。

　
　
消
防
の
強
化
で
は
、
自
治

会
、
学
校
等
で
救
急
講
習
会
の

普
及
・
啓
発
に
努
め
な
が
ら
、

受
講
者
に
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
と

な
っ
た
場
合
の
行
動
に
対
す
る

周
知
を
行
っ
て
い
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
、消
防
長
】

　
医
療
の
強
化
で
は
、
医
療
の

広
域
化
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
、

東
濃
厚
生
病
院
と
土
岐
市
立
総

合
病
院
の
統
合
に
よ
る
4
0
0

床
規
模
の
新
た
な
病
院
の
建
設

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、

心
臓
や
脳
な
ど
の
一
刻
を
争
う

疾
患
に
対
応
で
き
る
病
院
と
な

る
よ
う
努
め
る
。
さ
ら
に
、
出

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
リ
ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
の

よ
う
か
。

　
　
共
助
の
意
識
を
高
め
、
地

域
防
災
力
を
強
化
す
る
た
め
に
、

日
頃
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
重
要
で
あ
る
。
令
和

問答 問答

2
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
防
災
訓

練
の
申
し
込
み
が
減
っ
て
い
る

が
、
引
き
続
き
、
感
染
防
止
対

策
を
確
実
に
し
、
災
害
図
上
訓

練
、
小
規
模
防
災
訓
練
な
ど
を

進
め
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

救急講習会の様子

産
に
伴
う
突
発
的
な
事
態
に
対

応
で
き
る
周
産
期
医
療
、
小
児

も
対
応
で
き
る
救
急
医
療
体
制

が
整
え
ば
、
妊
婦
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
全
て
の
市
民

が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
二
次
医
療
機
関
に
な
る
。

【
市
長
】

瑞
浪
市
独
自
の
経
済
的
支
援
策

　
　
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
経
済
的

支
援
と
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
児
童
一
人
に
つ
き
１
万
円

を
支
給
し
た
「
子
育
て
世
帯
応

援
金
給
付
事
業
」、
幼
児
園
の

副
食
費
３
か
月
分
を
無
償
化
し

た
「
幼
児
保
育
副
食
費
無
償
化

事
業
」
や
新
生
児
一
人
に
つ
き

10
万
円
を
支
給
す
る
「
子
ど
も

未
来
応
援
金
給
付
事
業
」
等
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
に
繋

が
っ
て
い
る
。

【
民
生
部
長
】

　
小
・
中
学
校
臨
時
休
業
後
３

か
月
分
の
給
食
費
を
無
償
化
し

た
「
学
校
給
食
無
償
化
事
業
」

を
実
施
し
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
に
繋
が
っ
た
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

　
売
上
が
減
少
し
た
事
業
者
へ

の
事
業
継
続
支
援
の
た
め
の

「
事
業
者
応
援
券
発
行
事
業
（
み

ず
な
み
応
援
券
）」
の
流
通
総

額
は
、
過
去
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
発
行
事
業
の
中
で
最
大

で
あ
っ
た
。
現
在
実
施
中
の「
商

品
券
発
行
事
業
」
は
、
み
ず
な

み
応
援
券
を
上
回
る
経
済
効
果

を
上
げ
て
い
る
。

【
経
済
部
長
】

問答 問答

　
　
市
内
の
一
部
地
域
で
は
光

回
線
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
が

未
整
備
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
通
信
速
度
が
遅
く
、

動
画
情
報
配
信
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
家

庭
や
企
業
が
あ
る
。
今
後
、
新

し
い
生
活
様
式
の
実
現
に
向
け

て
I
C
T
を
活
用
し
た
児
童
・

生
徒
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
在

宅
勤
務
環
境
の
確
保
の
た
め
、

市
内
全
域
へ
の
高
速
通
信
回
線

の
早
期
整
備
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
国
は
補
正
予
算
に
よ
り
光

回
線
を
整
備
す
る
た
め
の
「
高

国
の
手
の
届
か
な
い
事
業
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 支
援
を

市
内
全
域
に
光
回
線
網
を
整
備

　
　
国
の
持
続
化
給
付
金
の
対

象
と
な
ら
な
い
、
売
上
が
前
年

同
月
比
30
％
以
上
50
％
未
満
減

少
し
た
事
業
者
へ
市
独
自
の
支

援
が
で
き
な
い
か
。

　
　
本
市
で
は
、
事
業
収
入
の

減
少
で
判
断
す
る
持
続
化
給
付

金
の
よ
う
な
事
業
全
般
に
使
え

る
給
付
金
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
実
施
店
舗
向
け
ス

テ
ッ
カ
ー
を
取
得
し
て
、
感
染

拡
大
防
止
に
取
り
組
む
特
定
事

業
者
に
対
し
、
5
万
円
を
支
援

金
と
し
て
給
付
す
る
な
ど
独
自

の
支
援
を
し
て
き
た
。
感
染
拡

大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両

立
に
向
け
、
国
や
県
、
商
工
会

議
所
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団

体
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
そ

の
時
々
の
状
況
に
応
じ
て
随
時
、

市
独
自
の
支
援
を
検
討
し
て
い

く
。

【
経
済
部
長
】

問答 問答

度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業
」

を
拡
充
し
た
。
こ
の
制
度
を
活

用
し
光
回
線
を
敷
設
す
る
民
間

事
業
者
に
対
し
て
支
援
を
行
う

た
め
、
今
議
会
に
補
正
予
算
を

計
上
し
た
。
未
整
備
地
区
の
整

備
を
進
め
て
い
く
。【

総
務
部
長
】

市北部の整備計画地域

こんな時こそ
堅実な舵取りを
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脱
炭
素
社
会
を
目
指
し
て

　
　
環
境
に
関
す
る
目
指
す
べ

き
姿
を
「
低
炭
素
社
会
」
か
ら

「
脱
炭
素
社
会
」
へ
と
進
め
る

べ
き
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　
　
菅
総
理
か
ら
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
た
明
確
な
意

思
表
示
が
さ
れ
、
本
市
と
し
て

も
実
現
を
目
指
す
べ
き
と
考
え

る
。

　
ま
ず
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
抑
制
を
目
的
と
し
た
「
第
３

次
瑞
浪
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
」
を
着
実
に
遂
行
す
る
。

　
平
成
31
年
４
月
に
ス
ー
パ
ー

エ
コ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
開
校
し

た
瑞
浪
北
中
学
校
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
く
、
目
標
を
超
え
る

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
が

で
き
て
い
る
が
、
今
後
も
本
市

全
体
が
脱
炭
素
社
会
に
向
か
う

よ
う
市
政
運
営
を
し
て
い
く
。

【
市
長
】

　
　
幼
児
園
の
I
C
T
化
を
進

め
る
こ
と
で
、
保
育
士
の
業
務

負
担
の
軽
減
、
預
け
る
側
で
あ

る
保
護
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
繋
が
る
。
国
の
保
育
所
等
に

お
け
る
I
C
T
化
推
進
事
業
費

補
助
金
を
活
用
し
、
保
育
業
務

支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
園
児
の
登
・
降
園
管
理
を

は
じ
め
、
保
護
者
へ
の
各
種
連

絡
な
ど
様
々
な
業
務
の
効
率
化

に
有
効
と
考
え
る
。
国
の
補
助

金
が
活
用
可
能
と
な
っ
た
こ
と

を
好
機
と
捉
え
、
令
和
3
年
度

か
ら
一
部
の
幼
児
園
に
試
験
導

　
　
高
齢
者
の
居
場
所
が
無
く

な
っ
て
い
く
こ
と
で
、
健
康
な

状
態
か
ら
フ
レ
イ
ル
の
時
期
を

経
て
、
徐
々
に
要
介
護
状
態
に

陥
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
結
果
と
し
て
要
介
護
者
が
増

え
、
介
護
保
険
料
が
上
が
る
要

因
と
な
る
。

　
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
高

齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
活
動
に

対
し
て
市
が
活
動
の
認
定
を
行

い
、
推
進
・
P
R
と
い
っ
た
支

援
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
、
各
地
域
に
あ
る
高

問答 問答

　
　
駅
南
と
駅
北
の
エ
リ
ア
計

画
が
相
乗
効
果
を
発
揮
し
、
市

民
や
駅
利
用
者
に
魅
力
的
な
ま

ち
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

駅
周
辺
に
求
め
ら
れ
て
い
る
機

能
調
査
、
地
権
者
へ
の
十
分
な

説
明
、
新
た
な
事
業
参
加
者
の

引
き
込
み
を
行
う
な
ど
、
計
画

に
多
く
の
市
民
の
夢
や
思
い
を

反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
瑞
浪
駅
南
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
発
起
人
会
か
ら
令
和

瑞
浪
駅
北
の
再
開
発
計
画
は

南
北
の
相
乗
効
果
で
活
性
化
を

安
心
で
き
る
居
場
所
の
提
供
を

幼
児
園
に
保
育
シ
ス
テ
ム
導
入
へ

　
　
令
和
2
年
6
月
に
瑞
浪
駅

周
辺
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
た
。
計
画
で
は
今
ま

で
の
駅
南
側
の
計
画
に
加
え
、

駅
北
エ
リ
ア
へ
の
文
化
施
設
の

移
設
が
記
さ
れ
て
い
る
。
計
画

の
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

の
よ
う
か
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
駅
北
エ
リ
ア
に
は
図
書

館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
等
の
公
共

施
設
の
再
編
を
す
る
と
と
も
に
、

企
業
主
導
型
保
育
園
等
の
子
育

て
支
援
や
新
た
な
働
き
の
場
の

創
出
を
考
え
て
い
る
。
事
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
最
短
で
7
年
を

想
定
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
か
ら
は
、
図
書
館
に
「
居

心
地
の
良
さ
・
カ
フ
ェ
や
レ
ス

ト
ラ
ン
・
Wi-

Fi
環
境
」
な
ど

を
要
望
す
る
回
答
が
多
く
、
計

画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。【

理
事
】

齢
者
の
居
場
所
・
集
い
の
場
に

つ
い
て
十
分
に
把
握
が
で
き
て

い
な
い
た
め
、
関
連
す
る
団
体

な
ど
へ
調
査
を
行
い
、
本
市
の

実
態
を
把
握
す
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
、
日
常

圏
域
な
ど
、
地
域
ご
と
の
充
足

度
や
支
え
手
、
運
営
体
制
、
周

知
方
法
な
ど
に
つ
い
て
課
題
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　
課
題
の
解
消
・
解
決
に
あ

た
っ
て
は
、
先
進
事
例
の
取
り

組
み
を
参
考
に
し
て
い
く
。

【
民
生
部
次
長
】アプリで連絡　楽々安心

入
す
る
。
そ
の
後
、
十
分
な
検

証
を
行
い
、
で
き
る
だ
け
早
期

に
全
て
の
公
立
園
に
導
入
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。【

民
生
部
長
】

問答 問答

2
年
度
中
に
準
備
組
合
の
設
立

を
目
指
し
て
い
る
報
告
を
受
け

た
。
市
は
覚
悟
の
う
え
で
取
り

組
む
た
め
、
駅
南
の
地
権
者
も

事
業
推
進
に
対
し
、
十
分
な
取

り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
未
来

の
子
ど
も
た
ち
に
渡
せ
る
ま

ち
」
に
向
け
、
地
権
者
、
市
民
、

市
が
一
体
と
な
り
新
た
な
魅
力

あ
る
ま
ち
を
創
り
上
げ
て
い
き

た
い
。

【
市
長
】

免
疫
力
再
獲
得
に
補
助
を

　
　
血
液
疾
患
な
ど
の
治
療
で
、

獲
得
し
た
免
疫
が
低
下
も
し
く

は
消
失
し
た
方
へ
の
予
防
接
種

を
再
接
種
す
る
場
合
の
補
助
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　
定
期
予
防
接
種
を
受
け
て

も
、
が
ん
の
治
療
の
た
め
に
造

血
幹
細
胞
の
移
植
を
す
る
と
、

獲
得
し
た
免
疫
が
低
下
も
し
く

は
消
失
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、

再
接
種
は
任
意
予
防
接
種
と
な

る
た
め
、
接
種
費
用
約
25
万
円

が
全
額
自
己
負
担
と
な
り
、
治

療
費
も
重
な
り
家
族
の
負
担
も

大
き
く
な
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
鑑
み
、
令

和
3
年
４
月
か
ら
、
定
期
予
防

接
種
の
効
果
が
期
待
で
き
な
く

な
っ
た
20
歳
未
満
の
方
に
対
し
、

再
接
種
に
か
か
る
費
用
を
補
助

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。【

市
長
】

問答 問答

　
　
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策

と
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
漏
水
の
多
発
箇
所
や
道
路

改
良
等
の
他
事
業
と
同
調
す
る

箇
所
を
優
先
し
て
耐
震
性
の
管

路
に
更
新
し
て
き
た
。
現
在
、

配
水
池
や
ポ
ン
プ
施
設
は
事
後

保
全
的
な
対
応
で
あ
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
50
年
後
に
管
路
の

約
90
％
、
配
水
池
や
ポ
ン
プ
施

設
の
約
60
％
が
老
朽
化
資
産
と

な
る
。
現
在
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
今
後
50

年
間
の
財
政
収
支
に
基
づ
く
更

新
投
資
の
平
準
化
を
検
討
し
て

い
る
。
事
業
計
画
と
財
政
収
支

見
通
し
を
明
確
に
し
、
効
率
的

な
経
営
に
向
け
「
水
道
事
業
ビ

水
質
事
故
へ
の
備
え
は

水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
と
水
道

　
　
　
　  事
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
は

　
　
上
水
道
の
水
質
事
故
へ
の

備
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
近
年
、
豪
雨
な
ど
に
よ
る

濁
水
に
よ
り
、
木
曽
川
か
ら
の

取
水
を
一
時
停
止
す
る
な
ど
の

事
態
が
発
生
し
て
い
る
。
市
内

の
配
水
池
に
は
約
28
時
間
分
の

貯
留
容
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る

が
、
県
か
ら
の
用
水
供
給
が
停

止
し
た
場
合
は
節
水
や
断
水
が

起
こ
る
こ
と
も
想
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
水
質
事
故
や
渇

水
に
備
え
、
東
濃
地
区
と
加
茂

地
区
の
用
水
供
給
を
相
互
融
通

す
る
た
め
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
施

設
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
こ

れ
が
完
成
す
る
と
水
質
事
故
へ

の
対
策
の
一
つ
に
な
る
。

【
建
設
部
長
】

問答 問答

ジ
ョ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て
い

る
が
、
人
口
減
少
に
よ
る
給
水

収
益
の
減
少
と
老
朽
化
施
設
の

更
新
需
要
か
ら
、
収
支
ギ
ャ
ッ

プ
が
生
じ
た
場
合
は
料
金
改
定

を
加
え
る
必
要
性
が
生
じ
る
。

【
建
設
部
長
】耐震管の布設工 駅周辺の再開発イメージ

定期予防接種の様子
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脱
炭
素
社
会
を
目
指
し
て

　
　
環
境
に
関
す
る
目
指
す
べ

き
姿
を
「
低
炭
素
社
会
」
か
ら

「
脱
炭
素
社
会
」
へ
と
進
め
る

べ
き
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　
　
菅
総
理
か
ら
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
た
明
確
な
意

思
表
示
が
さ
れ
、
本
市
と
し
て

も
実
現
を
目
指
す
べ
き
と
考
え

る
。

　
ま
ず
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
抑
制
を
目
的
と
し
た
「
第
３

次
瑞
浪
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
」
を
着
実
に
遂
行
す
る
。

　
平
成
31
年
４
月
に
ス
ー
パ
ー

エ
コ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
開
校
し

た
瑞
浪
北
中
学
校
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
く
、
目
標
を
超
え
る

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
が

で
き
て
い
る
が
、
今
後
も
本
市

全
体
が
脱
炭
素
社
会
に
向
か
う

よ
う
市
政
運
営
を
し
て
い
く
。

【
市
長
】

　
　
幼
児
園
の
I
C
T
化
を
進

め
る
こ
と
で
、
保
育
士
の
業
務

負
担
の
軽
減
、
預
け
る
側
で
あ

る
保
護
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
繋
が
る
。
国
の
保
育
所
等
に

お
け
る
I
C
T
化
推
進
事
業
費

補
助
金
を
活
用
し
、
保
育
業
務

支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
園
児
の
登
・
降
園
管
理
を

は
じ
め
、
保
護
者
へ
の
各
種
連

絡
な
ど
様
々
な
業
務
の
効
率
化

に
有
効
と
考
え
る
。
国
の
補
助

金
が
活
用
可
能
と
な
っ
た
こ
と

を
好
機
と
捉
え
、
令
和
3
年
度

か
ら
一
部
の
幼
児
園
に
試
験
導

　
　
高
齢
者
の
居
場
所
が
無
く

な
っ
て
い
く
こ
と
で
、
健
康
な

状
態
か
ら
フ
レ
イ
ル
の
時
期
を

経
て
、
徐
々
に
要
介
護
状
態
に

陥
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
結
果
と
し
て
要
介
護
者
が
増

え
、
介
護
保
険
料
が
上
が
る
要

因
と
な
る
。

　
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
高

齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
活
動
に

対
し
て
市
が
活
動
の
認
定
を
行

い
、
推
進
・
P
R
と
い
っ
た
支

援
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
、
各
地
域
に
あ
る
高

問答 問答

　
　
駅
南
と
駅
北
の
エ
リ
ア
計

画
が
相
乗
効
果
を
発
揮
し
、
市

民
や
駅
利
用
者
に
魅
力
的
な
ま

ち
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

駅
周
辺
に
求
め
ら
れ
て
い
る
機

能
調
査
、
地
権
者
へ
の
十
分
な

説
明
、
新
た
な
事
業
参
加
者
の

引
き
込
み
を
行
う
な
ど
、
計
画

に
多
く
の
市
民
の
夢
や
思
い
を

反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
瑞
浪
駅
南
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
発
起
人
会
か
ら
令
和

瑞
浪
駅
北
の
再
開
発
計
画
は

南
北
の
相
乗
効
果
で
活
性
化
を

安
心
で
き
る
居
場
所
の
提
供
を

幼
児
園
に
保
育
シ
ス
テ
ム
導
入
へ

　
　
令
和
2
年
6
月
に
瑞
浪
駅

周
辺
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
た
。
計
画
で
は
今
ま

で
の
駅
南
側
の
計
画
に
加
え
、

駅
北
エ
リ
ア
へ
の
文
化
施
設
の

移
設
が
記
さ
れ
て
い
る
。
計
画

の
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

の
よ
う
か
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
駅
北
エ
リ
ア
に
は
図
書

館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
等
の
公
共

施
設
の
再
編
を
す
る
と
と
も
に
、

企
業
主
導
型
保
育
園
等
の
子
育

て
支
援
や
新
た
な
働
き
の
場
の

創
出
を
考
え
て
い
る
。
事
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
最
短
で
7
年
を

想
定
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
か
ら
は
、
図
書
館
に
「
居

心
地
の
良
さ
・
カ
フ
ェ
や
レ
ス

ト
ラ
ン
・
Wi-

Fi
環
境
」
な
ど

を
要
望
す
る
回
答
が
多
く
、
計

画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。【

理
事
】

齢
者
の
居
場
所
・
集
い
の
場
に

つ
い
て
十
分
に
把
握
が
で
き
て

い
な
い
た
め
、
関
連
す
る
団
体

な
ど
へ
調
査
を
行
い
、
本
市
の

実
態
を
把
握
す
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
、
日
常

圏
域
な
ど
、
地
域
ご
と
の
充
足

度
や
支
え
手
、
運
営
体
制
、
周

知
方
法
な
ど
に
つ
い
て
課
題
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　
課
題
の
解
消
・
解
決
に
あ

た
っ
て
は
、
先
進
事
例
の
取
り

組
み
を
参
考
に
し
て
い
く
。

【
民
生
部
次
長
】アプリで連絡　楽々安心

入
す
る
。
そ
の
後
、
十
分
な
検

証
を
行
い
、
で
き
る
だ
け
早
期

に
全
て
の
公
立
園
に
導
入
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。【

民
生
部
長
】

問答 問答

2
年
度
中
に
準
備
組
合
の
設
立

を
目
指
し
て
い
る
報
告
を
受
け

た
。
市
は
覚
悟
の
う
え
で
取
り

組
む
た
め
、
駅
南
の
地
権
者
も

事
業
推
進
に
対
し
、
十
分
な
取

り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
未
来

の
子
ど
も
た
ち
に
渡
せ
る
ま

ち
」
に
向
け
、
地
権
者
、
市
民
、

市
が
一
体
と
な
り
新
た
な
魅
力

あ
る
ま
ち
を
創
り
上
げ
て
い
き

た
い
。

【
市
長
】

免
疫
力
再
獲
得
に
補
助
を

　
　
血
液
疾
患
な
ど
の
治
療
で
、

獲
得
し
た
免
疫
が
低
下
も
し
く

は
消
失
し
た
方
へ
の
予
防
接
種

を
再
接
種
す
る
場
合
の
補
助
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　
定
期
予
防
接
種
を
受
け
て

も
、
が
ん
の
治
療
の
た
め
に
造

血
幹
細
胞
の
移
植
を
す
る
と
、

獲
得
し
た
免
疫
が
低
下
も
し
く

は
消
失
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、

再
接
種
は
任
意
予
防
接
種
と
な

る
た
め
、
接
種
費
用
約
25
万
円

が
全
額
自
己
負
担
と
な
り
、
治

療
費
も
重
な
り
家
族
の
負
担
も

大
き
く
な
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
鑑
み
、
令

和
3
年
４
月
か
ら
、
定
期
予
防

接
種
の
効
果
が
期
待
で
き
な
く

な
っ
た
20
歳
未
満
の
方
に
対
し
、

再
接
種
に
か
か
る
費
用
を
補
助

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。【

市
長
】

問答 問答

　
　
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策

と
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
漏
水
の
多
発
箇
所
や
道
路

改
良
等
の
他
事
業
と
同
調
す
る

箇
所
を
優
先
し
て
耐
震
性
の
管

路
に
更
新
し
て
き
た
。
現
在
、

配
水
池
や
ポ
ン
プ
施
設
は
事
後

保
全
的
な
対
応
で
あ
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
50
年
後
に
管
路
の

約
90
％
、
配
水
池
や
ポ
ン
プ
施

設
の
約
60
％
が
老
朽
化
資
産
と

な
る
。
現
在
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
今
後
50

年
間
の
財
政
収
支
に
基
づ
く
更

新
投
資
の
平
準
化
を
検
討
し
て

い
る
。
事
業
計
画
と
財
政
収
支

見
通
し
を
明
確
に
し
、
効
率
的

な
経
営
に
向
け
「
水
道
事
業
ビ

水
質
事
故
へ
の
備
え
は

水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
と
水
道

　
　
　
　  事
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
は

　
　
上
水
道
の
水
質
事
故
へ
の

備
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
近
年
、
豪
雨
な
ど
に
よ
る

濁
水
に
よ
り
、
木
曽
川
か
ら
の

取
水
を
一
時
停
止
す
る
な
ど
の

事
態
が
発
生
し
て
い
る
。
市
内

の
配
水
池
に
は
約
28
時
間
分
の

貯
留
容
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る

が
、
県
か
ら
の
用
水
供
給
が
停

止
し
た
場
合
は
節
水
や
断
水
が

起
こ
る
こ
と
も
想
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
水
質
事
故
や
渇

水
に
備
え
、
東
濃
地
区
と
加
茂

地
区
の
用
水
供
給
を
相
互
融
通

す
る
た
め
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
施

設
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
こ

れ
が
完
成
す
る
と
水
質
事
故
へ

の
対
策
の
一
つ
に
な
る
。

【
建
設
部
長
】

問答 問答

ジ
ョ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て
い

る
が
、
人
口
減
少
に
よ
る
給
水

収
益
の
減
少
と
老
朽
化
施
設
の

更
新
需
要
か
ら
、
収
支
ギ
ャ
ッ

プ
が
生
じ
た
場
合
は
料
金
改
定

を
加
え
る
必
要
性
が
生
じ
る
。

【
建
設
部
長
】耐震管の布設工 駅周辺の再開発イメージ

定期予防接種の様子
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デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
り
組
み
方
針

小木曽光佐子（創政みずなみ）

熊谷 隆男（新政クラブ）

奥村一仁（創政みずなみ）

辻　正之（新政クラブ）

病
院
統
合
・
再
編
の
今
後

　
　
病
院
の
統
合
・
再
編
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
財
政
支
出
の
見

通
し
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
一
部
事
務
組
合
は
県
の
許

可
を
得
た
後
、
令
和
3
年
６
月

の
設
置
を
目
途
に
進
め
て
い
く
。

設
置
後
に
用
地
取
得
、
基
本
計

画
の
策
定
、
基
本
設
計
や
詳
細

設
計
、
道
路
の
築
造
、
造
成
工

事
や
本
体
工
事
な
ど
を
行
う
こ

と
を
考
え
る
と
、
新
病
院
の
完

成
ま
で
に
は
相
当
の
期
間
が
必

要
と
な
る
。

　
財
源
と
し
て
は
、
建
設
事
業

費
全
体
に
対
し
て
30
年
償
還
の

「
病
院
事
業
債
」
の
活
用
を
想

定
し
、
現
状
の
制
度
が
継
続
さ

れ
れ
ば
、
元
利
償
還
金
の
40
％

が
交
付
税
措
置
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
及
び
県

に
よ
る
「
地
域
医
療
介
護
総
合

確
保
基
金
」
か
ら
の
補
助
金
の

活
用
も
想
定
し
て
い
る
。
病
院

設
置
後
の
指
定
管
理
料
に
つ
い

て
は
、
指
定
管
理
者
と
の
協
議

に
よ
る
が
、
公
立
病
院
の
運
営

に
措
置
さ
れ
る
地
方
交
付
税
を

財
源
と
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。

【
民
生
部
長
】

　
　
通
信
維
持
及
び
非
常
用
電

源
の
受
援
体
制
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
県
や
県
内
各
市
町
村
、
そ

の
他
の
都
市
と
相
互
応
援
協
定

を
締
結
し
て
お
り
、
災
害
時
に

は
要
請
に
よ
り
県
及
び
協
定
締

結
市
か
ら
発
電
機
や
燃
料
な
ど

の
供
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
中
部
電
力
パ
ワ
ー

グ
リ
ッ
ド
に
電
源
車
の
派
遣
を

要
請
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
さ

ら
に
、
災
害
時
に
優
先
的
に
燃

料
の
供
給
を
受
け
る
た
め
、
石

油
商
業
組
合
と
燃
料
の
供
給
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト

に
関
す
る
今
後
の
取
り
組
み
方

針
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
国
は
令
和
元
年
に
デ
ジ
タ

ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
を

閣
議
決
定
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
電
子
化
を
進
め
て
い
る
。
計

画
で
は
S
o
c
i
e
t
y
5.0
時

代
に
適
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

国
民
全
員
が
享
受
で
き
る
よ
う
、

デ
ジ
タ
ル
活
用
を
前
提
と
し
た

新
た
な
社
会
基
盤
を
構
築
し
、

安
全
・
安
心
か
つ
公
平
・
公
正

豊
か
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し

問答 問答

　
　
瑞
浪
市
市
民
生
活
の
現
状

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

79
．
9
％
の
人
が
ご
み
の
４
R

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
答

え
て
い
る
。
市
民
の
ご
み
問
題

に
関
す
る
意
識
の
向
上
が
見
受

け
ら
れ
る
が
、
ご
み
処
理
手
数

料
の
改
定
に
つ
い
て
諮
問
し
た

「
廃
棄
物
等
減
量
推
進
審
議
会
」

の
答
申
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
　
令
和
2
年
12
月
7
日
に

「
処
理
経
費
の
増
大
に
伴
い
、

排
出
者
と
行
政
と
の
負
担
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
る
た
め
、
手
数
料

救
急
隊
員
の
感
染
防
止
は
万
全
か

ご
み
処
理
手
数
料
値
上
げ
か

非
常
用
電
源
の
受
援
体
制

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

が
収
ま
ら
な
い
様
相
で
あ
る
が
、

命
の
最
前
線
で
働
く
救
急
隊
員

の
感
染
対
策
は
充
分
か
。

　
　
全
て
の
救
急
出
場
に
お
い

て
、「
ゴ
ー
グ
ル
、マ
ス
ク
、手
袋
、

感
染
防
止
衣
」
を
装
着
し
、
活

動
し
て
い
る
。
こ
れ
は
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
に
十
分
対
応
で
き

る
も
の
で
あ
り
、
感
染
防
止
の

装
備
は
充
分
と
考
え
て
い
る
。

　
12
月
1
日
現
在
の
装
備
品
の

備
蓄
状
況
は
ゴ
ー
グ
ル
約

6
5
0
個
、
マ
ス
ク
約
5
，

4
0
0
枚
、
手
袋
約
1
4
，

0
0
0
双
、
感
染
防
止
衣
約

2
，
4
0
0
着
で
あ
る
が
、
購

入
単
価
の
高
騰
や
納
品
に
半
年

以
上
か
か
る
こ
と
か
ら
、
補
正

予
算
を
計
上
し
確
保
に
努
め
て

い
る
。

【
消
防
長
】

て
い
る
。
本
市
も
「
第
4
次
瑞

浪
市
情
報
化
推
進
計
画
」
を
策

定
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

と
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指

し
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

新
し
い
I
C
T
の
活
用
を
推
進

し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
対

応
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の

活
用
、
A
I
・
R
P
A
の
導
入

を
計
画
し
て
い
る
。【

総
務
部
長
】

各
避
難
所
や
災
害
現
場
と
の
通

信
体
制
の
維
持
は
、
衛
星
携
帯

電
話
や
移
動
系
の
M
C
A
無
線

機
を
配
備
し
、
複
数
の
通
信
手

段
の
構
築
に
努
め
て
い
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

問答 問答

の
増
額
を
考
え
る
こ
と
」
と
の

答
申
が
あ
っ
た
。

　
改
定
額
及
び
改
定
時
期
に
つ

い
て
は
市
民
へ
の
十
分
な
周
知

期
間
を
設
け
る
と
と
も
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
先
行
き
不

透
明
な
社
会
状
況
の
な
か
、
柔

軟
に
対
応
し
改
定
を
進
め
て
い

く
。

　
ま
た
市
民
生
活
の
多
様
化
に

対
応
す
る
た
め
、「
中
袋
（
中

サ
イ
ズ
の
ご
み
袋
）」
の
新
設

等
を
検
討
し
て
い
る
。

【
経
済
部
次
長
】

大
規
模
な
公
共
施
設
の
今
後

　
　
本
庁
舎
、
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
再
編
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
本
庁
舎
は
、
今
後
20
年
程

度
の
保
全
を
図
っ
た
上
で
複
合

化
施
設
に
更
新
し
、
東
分
庁
舎
・

西
分
庁
舎
を
新
本
庁
舎
に
集
約

化
す
る
再
編
成
を
目
指
す
。
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
図

書
館
を
含
め
瑞
浪
駅
周
辺
再
開

発
事
業
に
併
せ
て
再
編
成
を
進

め
て
い
く
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
、
改
修
計
画
等
に
基
づ

き
保
全
改
修
を
行
っ
て
い
る
が
、

令
和
15
年
度
以
降
を
目
途
に
近

隣
市
と
の
広
域
化
を
推
進
し
て

い
く
。

【
総
務
部
長
】

問答 問答

　
　
本
市
に
は
災
害
時
応
援
協

定
に
基
づ
く
連
携
実
績
が
な
い

こ
と
か
ら
、
大
規
模
災
害
発
生

時
に
は
多
く
の
課
題
に
直
面
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
協
定

の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、

民
間
企
業
と
の
連
携
訓
練
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
協
定
先
企
業
等
と
の
連
携

訓
練
に
つ
い
て
は
、
県
と
合
同

で
実
施
し
た
市
総
合
防
災
訓
練

な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
個
々
の
企
業
と
の
訓

練
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
協
定
の
実
効
性
を
確
保
す
る

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
大
規
模
災
害

　
　
　  に
備
え
受
援
体
制
の
整
備
を

協
定
の
実
効
性
の
確
保
に
は
民
間

　
　
　 企
業
と
の
連
携
訓
練
が
必
要

　
　
災
害
時
応
援
協
定
に
基
づ

い
た
民
間
企
業
か
ら
の
応
援
を

円
滑
に
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
、

行
政
が
応
援
の
受
け
入
れ
を
前

提
と
し
た
受
援
体
制
を
整
え
て

お
く
必
要
が
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
市
が
大
規
模
災
害
に
見
舞

わ
れ
た
場
合
に
は
、
国
・
県
等

の
関
係
機
関
や
、
災
害
時
応
援

協
定
を
締
結
し
て
い
る
自
治

体
・
民
間
企
業
等
に
対
し
協
定

に
基
づ
く
支
援
協
力
を
要
請
し
、

物
的
・
人
的
資
源
な
ど
の
提
供

を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
を
円
滑
に
受

け
入
れ
る
た
め
に
は
、
受
援
体

制
の
確
立
が
重
要
で
あ
り
、
発

災
時
に
迅
速
な
対
応
が
取
れ
る

よ
う
、
今
後
も
体
制
の
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

問答 問答

た
め
に
も
連
携
訓
練
は
必
要
で

あ
り
、
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

災害ボランティアセンターの
設置等に関する協定

感染対策をした
救急車と救急隊員

築36年が経過した
総合文化センター

配備されたMCA無線機
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デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
り
組
み
方
針

小木曽光佐子（創政みずなみ）

熊谷 隆男（新政クラブ）

奥村一仁（創政みずなみ）

辻　正之（新政クラブ）

病
院
統
合
・
再
編
の
今
後

　
　
病
院
の
統
合
・
再
編
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
財
政
支
出
の
見

通
し
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
一
部
事
務
組
合
は
県
の
許

可
を
得
た
後
、
令
和
3
年
６
月

の
設
置
を
目
途
に
進
め
て
い
く
。

設
置
後
に
用
地
取
得
、
基
本
計

画
の
策
定
、
基
本
設
計
や
詳
細

設
計
、
道
路
の
築
造
、
造
成
工

事
や
本
体
工
事
な
ど
を
行
う
こ

と
を
考
え
る
と
、
新
病
院
の
完

成
ま
で
に
は
相
当
の
期
間
が
必

要
と
な
る
。

　
財
源
と
し
て
は
、
建
設
事
業

費
全
体
に
対
し
て
30
年
償
還
の

「
病
院
事
業
債
」
の
活
用
を
想

定
し
、
現
状
の
制
度
が
継
続
さ

れ
れ
ば
、
元
利
償
還
金
の
40
％

が
交
付
税
措
置
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
及
び
県

に
よ
る
「
地
域
医
療
介
護
総
合

確
保
基
金
」
か
ら
の
補
助
金
の

活
用
も
想
定
し
て
い
る
。
病
院

設
置
後
の
指
定
管
理
料
に
つ
い

て
は
、
指
定
管
理
者
と
の
協
議

に
よ
る
が
、
公
立
病
院
の
運
営

に
措
置
さ
れ
る
地
方
交
付
税
を

財
源
と
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。

【
民
生
部
長
】

　
　
通
信
維
持
及
び
非
常
用
電

源
の
受
援
体
制
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
県
や
県
内
各
市
町
村
、
そ

の
他
の
都
市
と
相
互
応
援
協
定

を
締
結
し
て
お
り
、
災
害
時
に

は
要
請
に
よ
り
県
及
び
協
定
締

結
市
か
ら
発
電
機
や
燃
料
な
ど

の
供
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
中
部
電
力
パ
ワ
ー

グ
リ
ッ
ド
に
電
源
車
の
派
遣
を

要
請
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
さ

ら
に
、
災
害
時
に
優
先
的
に
燃

料
の
供
給
を
受
け
る
た
め
、
石

油
商
業
組
合
と
燃
料
の
供
給
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト

に
関
す
る
今
後
の
取
り
組
み
方

針
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
国
は
令
和
元
年
に
デ
ジ
タ

ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
を

閣
議
決
定
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
電
子
化
を
進
め
て
い
る
。
計

画
で
は
S
o
c
i
e
t
y
5.0
時

代
に
適
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

国
民
全
員
が
享
受
で
き
る
よ
う
、

デ
ジ
タ
ル
活
用
を
前
提
と
し
た

新
た
な
社
会
基
盤
を
構
築
し
、

安
全
・
安
心
か
つ
公
平
・
公
正

豊
か
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し

問答 問答

　
　
瑞
浪
市
市
民
生
活
の
現
状

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

79
．
9
％
の
人
が
ご
み
の
４
R

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
答

え
て
い
る
。
市
民
の
ご
み
問
題

に
関
す
る
意
識
の
向
上
が
見
受

け
ら
れ
る
が
、
ご
み
処
理
手
数

料
の
改
定
に
つ
い
て
諮
問
し
た

「
廃
棄
物
等
減
量
推
進
審
議
会
」

の
答
申
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
　
令
和
2
年
12
月
7
日
に

「
処
理
経
費
の
増
大
に
伴
い
、

排
出
者
と
行
政
と
の
負
担
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
る
た
め
、
手
数
料

救
急
隊
員
の
感
染
防
止
は
万
全
か

ご
み
処
理
手
数
料
値
上
げ
か

非
常
用
電
源
の
受
援
体
制

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

が
収
ま
ら
な
い
様
相
で
あ
る
が
、

命
の
最
前
線
で
働
く
救
急
隊
員

の
感
染
対
策
は
充
分
か
。

　
　
全
て
の
救
急
出
場
に
お
い

て
、「
ゴ
ー
グ
ル
、マ
ス
ク
、手
袋
、

感
染
防
止
衣
」
を
装
着
し
、
活

動
し
て
い
る
。
こ
れ
は
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
に
十
分
対
応
で
き

る
も
の
で
あ
り
、
感
染
防
止
の

装
備
は
充
分
と
考
え
て
い
る
。

　
12
月
1
日
現
在
の
装
備
品
の

備
蓄
状
況
は
ゴ
ー
グ
ル
約

6
5
0
個
、
マ
ス
ク
約
5
，

4
0
0
枚
、
手
袋
約
1
4
，

0
0
0
双
、
感
染
防
止
衣
約

2
，
4
0
0
着
で
あ
る
が
、
購

入
単
価
の
高
騰
や
納
品
に
半
年

以
上
か
か
る
こ
と
か
ら
、
補
正

予
算
を
計
上
し
確
保
に
努
め
て

い
る
。

【
消
防
長
】

て
い
る
。
本
市
も
「
第
4
次
瑞

浪
市
情
報
化
推
進
計
画
」
を
策

定
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

と
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指

し
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

新
し
い
I
C
T
の
活
用
を
推
進

し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
対

応
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の

活
用
、
A
I
・
R
P
A
の
導
入

を
計
画
し
て
い
る
。【

総
務
部
長
】

各
避
難
所
や
災
害
現
場
と
の
通

信
体
制
の
維
持
は
、
衛
星
携
帯

電
話
や
移
動
系
の
M
C
A
無
線

機
を
配
備
し
、
複
数
の
通
信
手

段
の
構
築
に
努
め
て
い
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

問答 問答

の
増
額
を
考
え
る
こ
と
」
と
の

答
申
が
あ
っ
た
。

　
改
定
額
及
び
改
定
時
期
に
つ

い
て
は
市
民
へ
の
十
分
な
周
知

期
間
を
設
け
る
と
と
も
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
先
行
き
不

透
明
な
社
会
状
況
の
な
か
、
柔

軟
に
対
応
し
改
定
を
進
め
て
い

く
。

　
ま
た
市
民
生
活
の
多
様
化
に

対
応
す
る
た
め
、「
中
袋
（
中

サ
イ
ズ
の
ご
み
袋
）」
の
新
設

等
を
検
討
し
て
い
る
。

【
経
済
部
次
長
】

大
規
模
な
公
共
施
設
の
今
後

　
　
本
庁
舎
、
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
再
編
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
本
庁
舎
は
、
今
後
20
年
程

度
の
保
全
を
図
っ
た
上
で
複
合

化
施
設
に
更
新
し
、
東
分
庁
舎
・

西
分
庁
舎
を
新
本
庁
舎
に
集
約

化
す
る
再
編
成
を
目
指
す
。
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
図

書
館
を
含
め
瑞
浪
駅
周
辺
再
開

発
事
業
に
併
せ
て
再
編
成
を
進

め
て
い
く
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
、
改
修
計
画
等
に
基
づ

き
保
全
改
修
を
行
っ
て
い
る
が
、

令
和
15
年
度
以
降
を
目
途
に
近

隣
市
と
の
広
域
化
を
推
進
し
て

い
く
。

【
総
務
部
長
】

問答 問答

　
　
本
市
に
は
災
害
時
応
援
協

定
に
基
づ
く
連
携
実
績
が
な
い

こ
と
か
ら
、
大
規
模
災
害
発
生

時
に
は
多
く
の
課
題
に
直
面
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
協
定

の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、

民
間
企
業
と
の
連
携
訓
練
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
協
定
先
企
業
等
と
の
連
携

訓
練
に
つ
い
て
は
、
県
と
合
同

で
実
施
し
た
市
総
合
防
災
訓
練

な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
個
々
の
企
業
と
の
訓

練
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
協
定
の
実
効
性
を
確
保
す
る

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
大
規
模
災
害

　
　
　  に
備
え
受
援
体
制
の
整
備
を

協
定
の
実
効
性
の
確
保
に
は
民
間

　
　
　 企
業
と
の
連
携
訓
練
が
必
要

　
　
災
害
時
応
援
協
定
に
基
づ

い
た
民
間
企
業
か
ら
の
応
援
を

円
滑
に
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
、

行
政
が
応
援
の
受
け
入
れ
を
前

提
と
し
た
受
援
体
制
を
整
え
て

お
く
必
要
が
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
市
が
大
規
模
災
害
に
見
舞

わ
れ
た
場
合
に
は
、
国
・
県
等

の
関
係
機
関
や
、
災
害
時
応
援

協
定
を
締
結
し
て
い
る
自
治

体
・
民
間
企
業
等
に
対
し
協
定

に
基
づ
く
支
援
協
力
を
要
請
し
、

物
的
・
人
的
資
源
な
ど
の
提
供

を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
を
円
滑
に
受

け
入
れ
る
た
め
に
は
、
受
援
体

制
の
確
立
が
重
要
で
あ
り
、
発

災
時
に
迅
速
な
対
応
が
取
れ
る

よ
う
、
今
後
も
体
制
の
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

問答 問答

た
め
に
も
連
携
訓
練
は
必
要
で

あ
り
、
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

災害ボランティアセンターの
設置等に関する協定

感染対策をした
救急車と救急隊員

築36年が経過した
総合文化センター

配備されたMCA無線機

市政一般質問市政一般質問
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戦
略
的
な

　
　
　 シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

山下千尋（新政クラブ）

　
　
木
育
や
自
然
を
通
じ
た
非

認
知
的
能
力
の
育
成
が
注
目
さ

れ
る
な
か
、
本
市
の
自
然
体
験

学
習
の
拠
点
と
し
て
、
自
然
ふ

れ
あ
い
館
の
活
用
を
推
進
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
み
ず
な
み
教
育
プ
ラ
ン
・

後
期
計
画
に
示
す
よ
う
に
、
自

然
体
験
活
動
を
通
じ
た
児
童
・

生
徒
の
確
か
な
学
力
の
育
成
及

び
豊
か
な
心
の
育
成
を
推
進
し

て
い
る
。

　
自
然
ふ
れ
あ
い
館
は
自
然
体

験
学
習
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
で

自
然
ふ
れ
あ
い
館
の
活
用
方
針
は

　
　
w
i
t
h
コ
ロ
ナ
の
時
代

に
あ
っ
て
、
都
市
部
か
ら
地
方

部
へ
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る

が
、
本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
は
方
針
や
戦
略
が
な

く
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
基
本

方
針
を
策
定
し
、
戦
略
的
に
市

の
認
知
度
の
向
上
を
図
っ
て
は

ど
う
か
。

　
　
各
種
媒
体
に
よ
っ
て
市
内

外
に
魅
力
や
情
報
の
発
信
を
し

て
い
る
が
、
統
一
的
な
考
え
の

も
と
目
的
を
明
確
化
し
、
体
系

的
に
取
り
組
む
と
い
う
点
で
欠

け
て
い
る
部
分
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
基
本
方
針
を
策
定
し
、

さ
ら
に
効
果
的
、
戦
略
的
な
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
げ

て
い
き
た
い
。

　
推
進
に
あ
た
っ
て
は
市
民
と

協
働
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
き

な
推
進
力
と
な
り
、
情
報
発
信

力
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

【
総
務
部
長
】

問答 問答

あ
り
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

の
対
象
年
齢
が
限
定
さ
れ
る
な

ど
の
課
題
は
あ
る
が
、
今
後
も

活
用
を
推
進
し
て
い
く
。

【
教
育
長
】

市外からの来館者も多い
自然ふれあい館

勉強会・視察　この1年
　令和２年は新型コロナウイルス感染症の影響を考え、常任委員会、議会運営委員会の行政視察の実
施を行いませんでしたが、数々の身近な課題及び出来事について、勉強会や管内視察を実施しました。

　・核融合科学研究所を視察（10/16）
　　　土岐市下石町の自然科学研究機構 核融合科学研究所を視察。プラズマ実験、重水素実験などについて
　　　説明を受けました。

　・ボーノポークハム工房“瑞浪”を視察（7/27）
　　　令和 3年 6月から義務化される衛生管理基準「ＨＡＣＣＰ」に対応した状況
　　　などを視察しました。また、きなぁた瑞浪に隣接するバーベキュースペース整備予定地も視察しました。

　・瑞浪市一般廃棄物処理基本計画について（8/21）
　　　今年度策定された計画の概要、特徴などについて市担当職員から説明を受け理解を深めました。

　・瑞浪市道の駅設置予定地の視察ほか（10/15）
　　　国道１９号瑞浪恵那道路沿いに設置が計画されている道の駅。釜戸町上平地区を視察のうえ、基本構想
　　　や地元組織との関わり、スケジュールなどについて市担当職員から説明を受けました。

　・瑞浪駅周辺再開発について（10/23）
　　　これまでの経緯や基本構想の内容について、森ビル都市企画（株）事業企画部や市担当職員から説明を
　　　受けました。また、瑞浪駅南地区市街地再開発事業発起人会の活動などについての説明も受けました。

　・リニア中央新幹線に関する事業及び工事概要について（10/7）
　　　東海旅客鉄道（株）中央新幹線岐阜工事事務所多治見分室長から、全体計画や日吉トンネル新設（南垣
　　　外工区）工事の概要、発生土の運搬などについて詳細な説明を受けました。

　・国道１９号瑞浪恵那道路の進捗状況について（10/30）
　　　全線の 12.5 ㎞が事業化され、現在市内で築造工事が進められている国道 19 号瑞浪恵那道路。国土
　　　交通省多治見砂防国道事務所の事業対策官他から、進捗や今後の予定などについて説明を受けました。

行政視察受入　この1年
令和2年2月以降、新型コロナウイルスの影響もあり、受け入れは1団体のみとなりました。

視　察　日 視　　　察　　　者

佐賀県武雄市議会令和２年10月30日

視　察　の　主　な　内　容

・防災ラジオシステム整備事業について
・各避難所の新型コロナ対策等について

議員勉強会

総務民生文教委員会

　・瑞浪恵那道路整備の進捗状況及び公営企業会計について（1/21）
　　　多治見砂防国道事務所建設専門官、市担当職員から説明を受けました。

　・市道戸狩･月吉線月吉トンネル北工事現場及び発見された化石を視察（10/13）
　　　1800 万年前の地層から発見された鰭脚類の化石（国内最古級）について市学芸員からその貴重性に
　　　ついてなどを学びました。

　・東濃中部の医療提供体制検討下における東濃厚生病院の現状について（7/14）
　　　東濃中部医療センター長の塚本英人先生はじめ４名をお招きし、「東濃中部の医療の現状とこれから」
　　　と題し、詳細な説明を受けました。現在、そして将来の病院経営や医師確保の窮状について現場の状
　　　況を知ることができました。

ききゃく

経済建設委員会

リニア･瑞浪恵那道路･新丸山ダム特別委員会

市政一般質問、勉強会・視察報告勉強会・視察報告
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議会報告会
委員会の審査報告
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みずなみ議会ちゃんねる。
市議会ホームページ

GIGAスクール構想、児童･生徒にタブレット PCを配備
　GIGAスクール構想により、災害や感染症の発生による臨時休業などの緊急時でも全ての子どもたち
の学びを保障できる教育現場の ICT環境整備が加速されました。
　本市では、令和 5年度を目標としていた「１人 1台のタブレット PC配備」を大幅に前倒しし、今年度
中に市立小･中学校の全児童･生徒に配備することになりました。
　デジタル環境下で、すべての子どもが大きく成長することを期待します。

　
今
期
の
広
報
広
聴
委
員
会
６
名
は
、

若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
分
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
た
編
集

が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
は
企
画
、
編
集
等
フ
ル

に
力
を
発
揮
し
、
特
に
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
「
紙
面
議
会
報
告
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
予
想
以
上
の
反
響
を

呼
び
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の

質
問
・
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
す
る
議
会

の
考
え
方
を
本
紙
上
及
び
瑞
浪
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
お

り
ま
す
。

　
当
初
リ
モ
ー
ト
の
議
会
報
告
会
を

検
討
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

し
た
も
の
の
、
参
加
人
数
制
限
、
議

会
基
本
条
例
を
遵
守
で
き
る
か
な
ど

で
見
送
ら
れ
た
の
は
実
に
残
念
で
し

た
。

　
今
後
も
集
会
形
式
で
の
報
告
会
の

開
催
が
困
難
な
時
に
は
、
紙
媒
体
の

「
議
会
ち
ゃ
ん
ね
る
。」
の
存
在
が
重

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
　
加 

藤 

輔 

之

3
月
定
例
会
の
予
定

編
集
後
記

◆
会
期

　
2
月
24
日（
水
）
〜
3
月
24
日（
水
）

◆
市
政
一
般
質
問

　
3
月
18
日（
木
）
９
時
〜

　
3
月
19
日（
金
）
９
時
〜

瑞浪小学校

１２月定例会議決結果一覧　賛否が分かれた案件

１２月定例会議決結果一覧　全会一致の案件

奥
村
一
仁

◯◯◯◯●●◯◯●◯-◯●◯●◯

山
下
千
尋

棚
町
　潤

柴
田
幸
一
郎

三
輪
田
幸
泰

辻
　正
之

樋
田
翔
太

渡
邉
康
弘

大
久
保
京
子

小
木
曽
光
佐
子

成
瀬
徳
夫

榛
葉
利
広

熊
谷
隆
男

加
藤
輔
之

舘
林
辰
郎

柴
田
増
三

可決経済
建設

付託先議案名

指定管理者の指定について
【旧森川訓行家住宅及び
大湫公民館】

議長（成瀬徳夫議員）は採決に加わらない　※採決結果は、  ○＝賛成  ●＝反対

※議第99号から議第108号までは、内容を分かりやすくするため議案名の後に【　】で補足しています。

議第
105号その他

議案
番号

採決
結果案件

案　件 議案番号 議　案　名 採決結果付託先
議第 92号

議第 93号

議第 94号

議第 95号

議第 96号

議第 97号

議第 98号

議第 99号

議第 100 号

議第 101 号

議第 102 号

議第 103 号

議第 104 号

議第 106 号

議第 107 号

議第 108 号

議第 109 号

議第 110 号

議第 111 号

議第 112 号

議第 113 号

議第 114 号

議第 115 号

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

経済建設

経済建設

省略

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

経済建設

総務民生文教

予算決算

予算決算

予算決算

予算決算

予算決算

予算決算

予算決算

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

瑞浪市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市督促手数料及び延滞金徴収条例等の一部を改正する条例の制定について

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律に係る瑞浪市固定
資産税の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市立家畜診療所設置条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて

指定管理者の指定について【市民福祉センター】

指定管理者の指定について【障害者デイサービスセンター「さくら」】

指定管理者の指定について【子ども発達支援センター】

指定管理者の指定について【陶児童館･土岐児童センター･樽上児童センター･南小田児童館】

指定管理者の指定について【老人憩いの家 寿楽荘･福寿荘･桜寿荘】

指定管理者の指定について【在宅老人福寿荘デイサービスセンター･同桜寿荘】

指定管理者の指定について【陶公民館】

訴えの提起について【市営住宅明渡し及び滞納家賃等の支払いを求めるもの】

工事請負契約の締結について【瑞浪北中学校グラウンド整備･市道天徳線道路改良変更契約】

令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第 10号）

令和２年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 1号）

令和２年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 3号）

令和２年度瑞浪市介護保険事業特別会計補正予算（第 2号）

令和２年度瑞浪市水道事業会計補正予算（第 2号）

令和２年度瑞浪市下水道事業会計補正予算（第 2号）

令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第 11号）

条例案件

人事案件

その他の
案　　件

予算案件

議決結果一覧・編集後記
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